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序　　文序　　文序　　文序　　文序　　文

　タイ王国では都市化による環境汚染が深刻化の一途をたどり、主要河川の大部分と河口の海岸

部においては大腸菌などの値が基準値を大幅に超えて、早急な対応策が求められている。その主

な汚染源は都市生活排水であるため、内務省公共事業局（PWD）とバンコク首都圏庁（BMA）は

全国規模の公共下水道整備を進めているが、大規模な下水道・処理施設整備の結果、下水道事業

の計画・設計・建設・運営・維持管理にあたる多数の技術者育成が急務になってきた。そのため

PWDは、既存の技術研修所（TTI）のなかに下水道研修センター（TCSW）を新たに設置してPWD、

BMA及び地方都市の下水道技術者の養成、レベルアップを図るため、我が国にプロジェクト方式

技術協力を要請してきた。

　この要請を受けた国際協力事業団は、事前・長期・実施協議調査を重ねた上で、1995年８月１

日から５年間にわたる技術協力を開始している。

　今般、協力の中間点を迎えたのを機に、当事業団は1998年（平成10年）11月19日から同月28

日まで、建設省土木研究所研究調整官　京才俊則氏を団長とする巡回指導調査団を現地に派遣し、

プロジェクトの活動状況の調査や確認、先方技術者や日本側専門家との協力を通じて必要な指導・

助言を行った。

　本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたもので、今後の技術協力の進展に広く

活用されることを望むものである。ここに調査団の各位をはじめ、ご協力頂いた外務省、建設省、

在タイ日本大使館など、内外関係各機関の方々に深く感謝するとともに、今後も一層のご支援を

お願いする次第である。

　平成10年 12月
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１．１．１．１．１．巡回指導調査団の派遣巡回指導調査団の派遣巡回指導調査団の派遣巡回指導調査団の派遣巡回指導調査団の派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

　タイ王国では都市化による環境汚染問題が深刻化の一途をたどっており、なかでも主要河川の

大部分の河口の海岸部においては大腸菌などの値が基準値を大幅に超え、早急な対応策の検討が

必要とされている。その主な汚染源は都市下水道・処理施設体系の未整備による都市生活排水と

されているが、その対策として、内務省公共事業局（PWD）とバンコク首都圏庁（BMA）は全国

規模の公共下水道整備を進めている。こうした大規模な下水道・処理施設整備の結果、下水道事

業の計画・設計・建設・運営・維持管理にあたる多数の技術者の育成が急務とされてきた。その

ため、PWDは既存の技術研修所（TTI）の拡充・整備を行うとともに、TTIのなかに下水道研修

センター（TCSW）を新たに設置し、PWD、BMA及び地方都市の下水道技術者の養成、レベル

アップを図ることとし、我が国に対しTCSWに対するプロジェクト方式技術協力を要請してきた。

　この要請に基づき実施した事前調査及び長期調査の結果を踏まえ、1995年６月に実施協議調査

団が派遣され討議議事録（Record of Discussions: R/D）が締結された。1996年９月には、プロ

ジェクトの進捗状況及び問題点を把握し、プロジェクトの円滑な運営を図るために計画打合せ調

査団が派遣された。

　今般、協力開始から３年あまりが経過したところで、下記３項目を主な調査内容として、巡回

指導調査団が派遣された。

(1) これまでに実施した協力を当初計画と比較しながら、プロジェクトの活動実績、管理・運

営状況、カウンターパートへの技術移転状況等について日本、タイ合同で中間評価を行う。ま

た、計画どおり進捗していない点については、問題点を協議し、改善に向けて善処するようタ

イ側に申し入れる。

(2) 上記評価結果を念頭においた上で、協力終了までの残り約２年間の全体活動計画及び1999

年度活動計画について日本人専門家チーム、タイ側双方と協議する。

(3) タイの下水道事業の政策決定権がPWDからタイ科学技術環境省（MOSTE）へ移管された

のに伴い、タイ側の下水道事業の政策決定権をPWDが持つというプロジェクト開始時の前提

条件が崩れているか否かを調査し、その結果本プロジェクトにどのような影響が出ているか確

認の上、場合によってはプロジェクト内容の変更（Master Plan、PDMの変更等）の可能性

についてタイ側と協議する。
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１－２　調査団の構成

　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

１－３　調査日程

順日 月　日 行　程 移　 務　業　び　及　動

１ 11 ／ 91 ）木（ クコンバ→京東 議協のとムーチ家門専人本日、動移

２ 11 ／ 02 ）金（ クコンバ 　前午 ACIJ せ合打所務事
（局力協済経術技府理総　後午 CETD 、）

（局業事共公省務内　　　 DWP 、敬表）
議協のとムーチ家門専人本日　　　

３ 11 ／ 12 ）土（ クコンバ 理整料資

４ 11 ／ 22 ）日（ クコンバ 議協のとムーチ家門専人本日

５ 11 ／ 32 ）月（ クコンバ 前午 　 DWP クェジロプのとムーチ家門専人本日び及
議協るす関に況状体全のト　　　
（局策対染汚省境環術技学科　後午 ETSOM ・ DCP ）

環省同、議協るす関に管所政行道水下イタのと　　　
（局画計策対境　　　 PPEO 所政行道水下イタのと）
議協るす関に管　　　

６ 11 ／ 42 ）火（ クコンバ （庁圏都首クコンバ　前午 AMB 、敬表） AMB 日び及
況状体全のトクェジロプのとムーチ家門専人本　　　

議協るす関に　　　
（団公道水下　後午 AMW 管所政行道水下イタのと）
議協るす関に　　　

７ 11 ／ 52 ）水（ クコンバ 前午 　 DWP 、 AMB 関に況状体全のトクェジロプのと
議協同合るす　　　

　後午 AMB 、所支ヤパーシ DWP （所修研術技 ITT ）
察視を設施ヤタユア　　　

８ 11 ／ 62 ）木（ クコンバ 前午 　 （会員委整調同合 CCJ ）
換交・名署ツッニミ　後午

９ 11 ／ 72 ）金（ クコンバ 　前午 ACIJ 告報館使大本日、告報所務事
めとまり取の果結議協のとムーチ家門専人本日　後午

01 11 ／ 82 ）土（ 京東→クコンバ 動移

野分当担 名　氏 　　　　　 属　　　所

括　　総 則俊　才京 官整調究研所究研木土省設建

学工械機 三祥　野平 長課当担発開術技部務総局道水下市浜横

学工木土 和宏　井石 課計設部画計社本団業事道水下本日

析分質水 也行　森小 員究研任主室究研質水部道水下所究研木土省設建

画企力協 祐雄　上村 員職課一第力協発開会社部力協発開会社団業事力協際国
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１－４　主要面談者

＜タイ側＞

(1) 内務省公共事業局（Ministry of Interior, Public Works Department : PWD）

　Dr. Voravit LERTLAKSAMA Director General

　Mr. Rajatin SYAMANANDA Deputy Director General

　Dr. Vicharn VONGVIVAT Senior Chief Engineer

　Mr. Pornsak JEVASUWON Director, TCSW

　Mr. Thirapan THONGPRAVATI Chief Engineer

　Mr. Supol SRIPAN Director, Sanitany Engineering Division : SED

　Mr. Chamin THIPARAT Director, Planning Division

　Ms. Chitra BULYALERT Director, Personnel Division

　Mr. Wanchai SUTHIWORACHAI Director, Prourement Division

　Mr. Thanade DAWASUWAN Director, Land Acquisition Division

(2) バンコク首都圏庁（Bangkok Metropolitan Administration : BMA）

　Mr. Thongchai KLANKRONG Deputy Director General,

Department of Drainage and Sewerage: DDS

　Mr. Chanchai VITOONPANYAKIJ Director, Water Quality Management Division

　Ms. Apinan JARUCHAIYAKUL Chief, Water Quality Management Division

(3) タイ科学技術環境省汚染対策局（Pollution Control Department,Ministry of Science,

　　Technology, and Environment : PCD, MOSTE）

　Dr. Yuwaree IN-NA Director, Water Quality Management Division

(4) タイ科学技術環境省環境対策計画局（Office of Environmental Policy and

Planning, Ministry of Science, Technology, and Environment : OEPP, MOSTE）

　Mr. Surin VIVAJSIRIN Director, Urban Environmental and Area

Planning Division

　Ms. Suree UMMARALIKIT Chief, Urban Environmental Management

Sud-division

(5) 下水道公団（Wastewater Management Authority : WMA）

　Mr. Anothai UTENSUTE Director
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　Mr. Pinetr PUSAPATANAKUL Director of Planning and Project

Development Department

　Mr. Suchai JANEPOJANAT Chief of Coordinating Division

(6) 総理府技術経済協力局（Department of Technical and Economic Cooperation,

Office of Prime minister : DTEC）

　Mr. Banchong AMORNCHEWIN Chief, Japan Sub-Division

＜日本側＞

(1) BMA長期個別専門家

　飯島　　豊 JICA長期専門家

(2) 在タイ日本大使館

　荒川　辰雄 二等書記官

(3) JICAタイ事務所

　岩口　健二 事務所長

　梅崎　　裕 次長

　上垣　素行 所員
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２．２．２．２．２．要　　約要　　約要　　約要　　約要　　約

　本調査は、1995年８月１日から５年計画で実施しているタイ国の下水道研修センター（TCSW）

に対するプロジェクト方式技術協力が３年３か月経過した時点で進捗状況を把握・評価し、プロ

ジェクト終了までの協力計画について協議するためのもので、1998年１月19日から10日間にわ

たって実施された。この期間、調査団はタイ国の関係機関、日本大使館、JICA事務所、我が国か

ら派遣されている専門家チーム等と意見交換を行い、それらの結果の主要部分をミニッツとして

取りまとめて署名を取り交わした。

(1) 下水道研修センターの活動状況

　技術協力内容である研修の実施、データベースシステムの準備、研究開発の準備は、ほぼ予

定どおりに進められている。

１）研修：　予定されている６分野、11コースのうち、これまでに４分野、６コースについ

て計14回の研修が実施されている。タイの経済危機のため予定されていた研修コースの実

施回数のうち11回が中止されたが、各回の研修生を増やすことによって研修生の数の確保

に努めた。これまでの研修生は303名である。

２）データベース：　タイの下水道関係の書類（300冊）、写真（1,000枚）、研修教科書（25

冊）を、タイ側のコンピューターに入力している。将来のデータベースシステムのあり方に

ついてタイ側と専門家チームで検討されている。

３）研修開発：　課題の設定などを含む研究開発活動のあり方についてタイ側と専門家チーム

の間で検討されている。

(2) プロジェクトの評価

１）効率性・目標達成度：　研修生評価結果によると、研修内容はおおむね満足されていた。

基本からの出発であるデータベース、研究開発は、タイ側と専門家チームで検討を重ねる中

で、タイ側にもその重要性が認識されてきている。

２）計画の妥当性：　今後急速な展開が予測されるタイの下水道事業を支える下水道関係者の

数や経験は絶対的に不足しているので、本プロジェクトの必要性は変わらず大きい。

３）持続性、自立発展性：　これまで技術研修所の１組織であった下水道研修センターを独立

組織にするなど、プロジェクト終了後も下水道研修センター業務をタイ独自で継続発展させ

ていくよう、準備されつつある。
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(3) プロジェクト終了までの計画

１）1995年６月14日にタイ側と実施協議調査団によって結ばれた討議議事録（R/D）に基づ

いて、プロジェクトを終了時まで推進することを再認識した。

２）データベース・研究開発：　更に協議を進めて内容を深めていく予定である。

(4) その他

１）下水道研修センターの活動を更に高度にし拡張していくために、タイ側から本プロジェク

ト終了後のプロジェクト方式技術協力に対する要望が出された。

２）科学技術環境省からの研修要望：　タイの下水道整備は下水道研修センターが所属してい

る内務省のほか、科学技術環境省も所掌している。下水道関係者の不足は科学技術環境省に

おいても同様に深刻であることから、科学技術環境省及び関連機関の担当者から、職員を下

水道研修センターで研修させたいとの要望が出された。
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３．３．３．３．３．プロジェクト活動実施上の諸問題プロジェクト活動実施上の諸問題プロジェクト活動実施上の諸問題プロジェクト活動実施上の諸問題プロジェクト活動実施上の諸問題

３－１　組織・機構の整備、人員配置、予算確保の状況

(1) 組織・機構の整備

　プロジェクトの当初下水道研修センター（TCSW）はタイ国政府内務省（Ministry of

Interior）公共事業局（Public Works Department : PWD）技術研究所（Technical Training

Institute : TTI）内に設置されていたが、1997年９月にTTIから独立し、PWD内の内部組織

として位置づけれらている。その組織は図3-1に示すとおりである。

　TCSW所長は1996年９月に任命されたMr. Pornsakが引き続き務めている。また、1998年

10月の人事異動により、Chief Engineerの１人（TTI担当）であるMr. Rajatinが副局長に

昇格し、TCSWを担当することになった。同氏は局長に代わり調査団滞在中も団長の実質的

なカウンターパート（C/P）として、合同調整委員会の司会を務めた。両氏とも TCSWプロ

ジェクトの重要性については十分な理解を持っている。TCSWがTTIから独立したことによ

り、図3-1のようにPWD局長（副局長代行）－TCSW所長というラインが確立し、従前に

比べて組織体制は充実してきた。

　今回調査団訪問時にタイ側にTCSWの組織について質問したところ、TCSWがTTIから独

立したことに伴い、TCSWの Administrationを充実する旨の返答があった。TCSWの

Admministration部門の組織図を図3-2に示す。同部門の定員は所長を含め15名であるが、

現在は所長を含め５名が任命されている。今後のTCSWの円滑な運営のためには、残り10名

の迅速な充足が必要となる。

　また、プロジェクト当初、TCSWはTTIアユタヤ施設が完成次第、現在の PWD本局（サ

ムセン）からアユタヤへ移転予定であったが、プロジェクト実施上の利便性などを考え現状ど

おりプロジェクト終了まで、PWD本局（サムセン）にTCSWを置くこととした。

　プロジェクト終了後については今後の検討項目とした。

　TCSWプロジェクトに対するPWD内の他部局（SED、MRD、DOLR等）との協力体制は

おおむね良好である（Working Group参照）。図3-3に PWDの組織体制を示す。

　バンコク首都圏庁（BMA）における担当部局は排水下水局（DDS）であり、TCSW関係業

務の実施状況は良好である。図3-4 にDDSの組織図を示す。DDS内の担当部局はWater

Quality Management Divisionである。
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図3-1　下水道研修センター（TCSW）プロジェクト組織図
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図 3-2　下水道研修センター（TCSW）組織図
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図 3-3　下水道研修センター（TCSW）組織図
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図3-4　内務省公共事業局（PWD）組織図
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図 3-5　バンコク首都圏庁排水下水局（DDS）組織図
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　表3-1、表3-2、表3-3にSteering Committee（SC）、Technical Committee（TC）、Joint

Coordinating Committee（JCC）のメンバーリストを示す。SCは1998年11月にMr. Rajatin

が会議を招集し、TCSWの運営について開催された。（付属資料－１参照）

　今後必要に応じ会議が開かれる予定である。また、この会議でDTECの日本課課長より

TCSWのCommitteeに科学技術環境省（MOSTE）の代表も入れ、MOSTE関連官庁の意見

も取り入れてはどうかの意見があった。なお、この会議には日本側専門家チームのリーダーも

参加している。

　TCについては正式に銘打ったものは開かれてはいないが、実質的にコースのテキストづく

りを通じて日本側専門家チームとの打合せが行われている。またWorking Group（WG）は

表3-4に示すとおり組織されており、テキスト作成済みのコースについては、開講前に講義内

容についてWG内で打合せを行っている。

　JCCは前回（1996年 10月）及び今回の調査団訪問時に開催されている。

(2) 人員配置（カウンターパート）

　カウンターパート（C/P）の配置状況については表3-5に示すとおりである。同表からもわ

かるとおり、PWDからのC/Pは現在９名、BMAからのC/Pは14名となっている。

　また、日本国内に受け入れて研修したC/Pのリストを表3-6に示す。これまでに15名のC/P

が日本で研修を受けているが、約半数の７名が退職や転任などにより下水道以外の分野に異動

しており、残り８名が講師やWGメンバーとしてTCSWの運営に携わっている。

　C/Pの配置に関して日本側は、PWDに対して再度以下の点を申し入れた。

１）日本国内に受入れて研修したC/Pが転任でTCSW関係の職を離れたり退職したりする例

が多いので、このようなことのないように努めること。

２）C/PのFull time化にはこだわらないが、プロジェクト終了後のTCSWの持続発展性の確

保のため、各講義の運営（Management）を任せられるC/Pの配置が必要なこと。

(3) 予算確保の状況

　タイ側はタイ会計年度1995年～1998年までに実験室工事（プラトナムパイン本部及びシー

パヤ支所）のため約344万バーツを支出し、また13コースの運営費に約58万バーツを支出し

ている。1999年度には今後のコースの開講、データベース及び研究開発のために約80万バー

ツの予算が確保されているとのことであった。
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表3-1

Member of Steering Committee

(1) Chairperson

-Director General of PWD

(2) Members

-Deputy Director General of PWD

-Director of TCSW

-Deputy Director General of the Department of Local Administration

-Director General of Department of Drainage and Sewerage, BMA

-Chairman of the National Municipal League of Thailand

-Representative of Budget Bureau

-Representative of DTEC

-Director of the Dhmrong-Rajanupard Institute

-Director of the Water Quality Management Division, BMA

-Director of Sanitary Engineering Division, PWD

-Director of Planning Division, PWD

-Director of Electrical and Mechanical Engineering Division, PWD

-Director of Materials and Research Division, PWD

-Director of Techncal Office for City Development, PWD

-Director of Personal Division, PWD

Note : The Chief Advisor may attend the Steering Committee as observer.
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表3-2

Member of Technical Committee

Thai side

1. Mr. Pornsak Jevasuwon Director of TCSW

2. Dr. Kreetha Soykheeree, Sanitary Engineering Division

3. Mr. Nop Roianawanij, Structural Engineering Division

4. Mr. Chatchawal Khumkhamchu, Electrical and Mechanical Engineering Division

5. Mr. Peerapong Ratapana, Electrical and Mechanical Engineering Division

6. Mr. Jiroj Suparbpong, Material and Research Division

7. Ms. Apinan Jaruchaiyakul, Department of Drainage and Sewerage, BMA

Note : The Chief Advisor Other Expert may attend the Technical Committee as observer.
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表3-3

Member of Joint Coordination Committee

(1) Chairpeson

Director General of PWD

(2) Members

Thai side

１）Director General of PWD

２）Deputy Director General of PWD

３）Director of TCSW

４）Director General of Department of Drainage and Sewerage, BMA

５） Representative of the Department of Technical and Economic Cooperation

６）Director of Technical Training Institute, TTI

７）Director of the Water Quality Management Division, DDS/BMA

８）Director of Sanitary Engineering Division, PWD

９）Director of Planning Division, PWD

10）Director of Electric and Mechanical Engineering Division, PWD

11）Director of Materials and Research Division, PWD

12）Director of Technical Office For City Development, PWD

13）Director of Personal Division, PWD

14）Other Persons concerned

Japanese side

１）Chief Advisor (Head of Japanese side)

２）Coordinator

３）Other Experts

４）Representative of the JICA Thailand Office

５）Other Persons concerned

Note : Official(s) of the Embassy of Japan may attend the Joint Coordinating

 Committee as observer(s)
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表3-4　Member List of Working Groups

* MRD : Materials and Research Division/PWD

   EMD : Electrical and Mechanical Engineering Division/PWD

   DIW : Department of Industrial Works/Ministry of Industry

   HD : Health Department/Ministry of Public Health

   DOLA : Department of Local Administration Ministry of Interior

   SED : Sanitary Engineering Division/PWD

   BWA : Bangkok Metropolitan Administration

   CU: Chulalongkorn University

   PYM : Pattaya Municipality

esruoC noitazinagrO* cmaN noisseforP

sisylanAytilauQretaW1 DRM
DRM
AMB
AMB

UC
WID
DH

nowusaveJkasnroP.rM.1
gnopmanignaSiahtU.sM.2

eenavnroSiahcmoS.rM.3
gnopanattariRanahtnahC.sM.4

titasirStavahT.rM.5
lukaynajtijiViraM.sM.6

lukayeenapaTnomuraN.sM.7

tsitneicS
tsitneicS
tsitneicS
tsitneicS

lortnoCytilauQretaW2 DRM
DRM
AMB
AMB
AMB
AMB

WID

nowusaveJkasnroP.rM.1
gnopmaignaSiahtU.sM.2

lukayiahcuraJnanipA.sM.3
irisareeLkaliriS.rM.4

ayahcinawiahCnropamsuB.sM.5
tawattuKnopareeT.rM.6

napanahcnaKiahcnahC.rM.7

tsitneicS
tsitneicS
tsitneicS
tsitneicS
tsitneicS
tsitneicS

ecanetniaMdnanoitarepO3 DRM
DME
DME
AMB
AMB
DES
DES
MYP

nowusaveJkasnroP.rM.1
rtapavehCgnopareeP.rM.2
hctepyoLnohpasdohT.rM.3

kramiarKsipuS.rM.4
tnonayahciVninahC.rM.5
adnijahdduSnropsoT.rM.6

tresarptuSnohtnoM.rM.7
nropattilahCirtnoM.rM.8

tsitneicS
reenignEcirtcelE

reenignElacinahceM
reenignElacinahceM

reenignElairtsudnI
reenignEyratinaS
reenignEyratinaS

ngiseDdnagninnalP4 DME
DME
AMB
DES
DES
DES

anapahttaRgnopareeP.rM.1
ohcmuknuKlawahctahC.rM.2

gnopanattariRanahtnahC.sM.3
adnijahdduSnropsoT.rM.4

irikioSahteerK.rM.5
yaunmuaeereSiahcpehT.rM.6

reenignEcirtcelE
reenignElacinahceM

tsitneicS
reenignEyratinaS
reenignEyratinaS
reenignEyratinaS

noisivrepuSnoitcurtsnoC5 AMB
AMB
DES
DES
DES
DME
DME

aunasnauhCsunammahT.rM.1
lukarihTtaruS.rM.2

adnijahdduSnropsoT.rM.3
karunarawiahCdikmoS.rM.4

kukarattawataMiahcmoS.rM.5
tumatarnurAiahcmoS.rM.6

ohcmuknuKlawahctahC.rM.7

reenignEliviC
reenignEliviC

reenignEyratinaS
reenignEyratinaS
reenignEyratinaS

reenignEcirtcelE
reenignElacinahceM

tnemeganaMskroWegaweS6 AMB
WID

ALOD
MYP
DES
DES
DES
DRM

tiwirirstapOgnotnahC.rM.1
anattawtuPnokgnoM.rM.2

etagnoWarahctA.sM.3
nrpattilahCirtnoM.rM.4

adnijahdduSnropsoT.rM.5
aplisayiPtihcmoS.sM.6

gnohtneihTtoynroP.rM.7
nowuaveJkasnroP.rM.8

reenignEyratinaS

reenignEyratinaS
reenignEyratinaS

reenignElatnemnorivnE
tsitneicS
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表3-5　List of counterparts

1.  PWD

2.  BMA

emaN noitisoP

nowusaveJkasnroP.rM
napmasanatteReenaP.rM
rtapawehCgnopareeP.rM

jedtawanahTayiruS.rM
lukanattaraynooBiahtU.rM

tilasgnuroohCmoskeS.rM
gnohtneihTtoynroP.rM

oofeaSgnapahcuN.sM
boparpnooBnahpayiP.sM

rotceriDWSCT
reciffOtnempoleveDecruoseRnamuH

reenignElacirtcelE
reenignElacinahceM

reenignElacirtcelE
reenignEliviC

reenignElatnemnorivnE
tsitneicS
tsitneicS

emaN noitisoP

nonayahciVninahC.rM
kramiarKsipuS.rM

iakarpgnotgnaeSsapO.rM
gnarpwaeKahcarP.rM
kuerparutJlophdoR.rM

lukayiahcuraJnanipA.sM
ayahcinawiahCnropamsuB.sM

gnutdukkaPkusmreS.sM
sawattuKnopareeT.rM
eenavnroSiahcmoS.rM

irisareeLkaliriS.sM
gnopanattariPanatnahC.sM

gnahkkuSasrA.rM
segnoweenaMsuniV.rM

reenignElairtsudnI
reenignElacinahceMnipiD

tsitneicSyratinaS
tsitneicSyratinaS

reenignElairtsudnI
tsitneicSyratinaS
tsitneicSyratinaS
tsitneicSyratinaS
tsitneicSyratinaS
tsitneicSyratinaS
tsitneicSyratinaS

tsitneicS
reenignElacirtcelE

naicinhceTlacinahceM
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strapretnuoCfoemaN noitazinagrO gniniarTfodleiF noitaruD WSCTnieloR

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

11

21

31

41

51

ilikcnatapitnaStijiV

napmasanataReenaP

nowusaveJkasnroP

eenavnroSlahcmoS

kuerparutJlophdoR

lukayiahcuraJnanipA

iahtahgnoHittiS

ayahcinawiahCnropamsuB

iakarpgnotgaeStahpO

rtapavahCgnopareeP

tawanatnaTiahcekohC

iousgnoHihdeM

irisareeLkaliriS

tirasgnaruhCnoskeS

kramiarKsipuS

DWP

DWP

DWP

DWP

AMB

AMB

DWP

AMB

AMB

DWP

DWP

DWP

AMB

DWP

AMB

seitilicaFegaweSrofecnanetniaMdnanoitarepO

tnemeganaMgniniarT

tnemeganaMskroWegaweS

ygolonhceTegaweS

seitilicaFegaweSrofecnanetniaMdnanoitarepO

tnemeganaMskroWegaweS

tnemeganaMgniniarT

euqinhceTtnemtaerTretaWetsaWlairtsudnI

seitilicaFegaweSrofecnanetniaMdnanoitarepO

ygolonhceTegaweS

ygolonhceTegaweS

ygolonhceTegaweS

euqinhceTtnemtaerTretaWetsaWcitsemoD

tnemeganaMretaWetsaW

seitilicaFegaweSrofecnanetniaMdnanoitarepO

5991/01/91ot5991/8/71

6991/2/7ot6991/1/61

6991/01/72ot6991/01/41

6991/11/02ot6991/8/02

6991/01/31ot6991/8/21

6991/01/72ot6991/01/41

7991/3/41ot7991/13/2

7991/21/4ot7991/7/12

7991/01/31ot7991/8/11

7991/21/21ot7991/11/42

7991/21/21ot7991/11/42

8991/01/51ot8991/01/1

8991/21/41ot8991/8/51

8991/8/12ot8991/8/1

8991/01/41ot8991/8/51

（営経道水下 P/C ）

WSCT 長所

（督監事工 GW ）

AMB （析分質水、口窓 GW ）

）師講（理管持維

（理管持維 GW ）

）師講（理管持維、計設・画計

）師講（理管持維

表3-6　List of Counterparts in Japan
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３－２　プロジェクト活動の進捗状況

(1) 研修活動

１）研修コースの開催状況

　研修コースは、1997年２月のWater Quality Controlに始まり、1998年11月のPlanning

and Design（Basic）まで４分野６コース14回が開催され、これまでに研修を終了した研

修生数は303名に達している。

　1996年10月の計画打合せ調査団時の各コース開講計画と1998年 11月までの実績は以下

のとおりであった。

　① Planning and Design（Basic）：計画３回／実績３回

　②Planning and Design（Intermediate）：計画１回／実績１回

　③Operation and Maintenance（Basic 1）：計画７回／実績４回（３回減少）

　④Operation and Maintenance（Basic 2）：計画２回／実績１回（１回減少）

　⑤Water Quality Analysis（Basic）：計画３回／実績２回（１回減少）

　⑥Water Quality Control：計画８回／実績３回（５回減少）

　⑦Planning and Design（Advanced）：未開講

　⑧Construction and Supervision：未開講

　⑨Water Quality Analysis（Advanced）：未開講

　⑩Management of Sewage Works：未開講

　当初計画と実績が異なるのは、1997年７月以降のタイ国金融危機の影響で、タイ国政府

予算が大幅に削減されたことによるもので、３分野４コースで開講が中止となっている。こ

のためTCSWでは１コース当たりの受講者人数を増やして対応している。

　表3-7に内務省公共事業局（PWD）本部、PWD地方事務所、バンコク首都圏庁（BMA）、

地方自治体から各研修コースに参加した研修生の数をまとめて示す。

　研修生の参加者数の内訳を比較するとBMAからは56名とPWDからの参加者に比べて少

ない。（特にWater Quality Analysisコース、Operation and Maintenanceコース及びWater

Quality Controlコース）

　この点についてBMAのChanchai部長に聞いたところ以下の回答があった。

　1997年にBMAは庁内の組織が改正され、BMA内の区（District）が37区から50区に増

え、区役所職員の増員のため、下水排水局（DDS）の職員の一部が区役所へ異動した。この

ため当初研修に参加させる予定の人員を派遣できなかった。

　BMAでは今後２年から３年のうちに複数の下水処理場が供用を開始する。このため維持

管理人員の確保と技術向上が当面の課題である。また1997年度、大規模オフィスやホテル

等の事業所排水の水質規制実施権がBMAより科学技術環境省汚染対策局（PCD/MOSTE）
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に移行した。しかしPCD/MOSTEには水質分析・規制を行うスタッフが十分ではなく、BMA

にPCD/MOSTEから協力要請があった。BMAとしてはこの協力要請に応えるつもりであ

り、水質分析・規制のスタッフを養成する必要がある。以上のことから、BMAとTCSWの

研修に期待するところが多く、今後はできる限り研修生をTCSW研修に参加させるとのこ

とであった。

表3-7　PROJECT ACTIVIVITIES（TRAINING COURSES）

1.Planning and Design(Basic)Course

PWD 1 : PWD HEAD OFFICE PWD 2 : PWD PROVINCIAL OFFICE

2.Planning and Design(Intermediate)Course

PWD 1 : PWD HEAD OFFICE PWD 2 : PWD PROVINCIAL OFFICE

3.Operation and Maintenance(Basic 1)Course

PWD 1 : PWD HEAD OFFICE PWD 2 : PWD PROVINCIAL OFFICE

4.Operation and Maintenance(Basic 2)Course

PWD 1 : PWD HEAD OFFICE PWD 2 : PWD PROVINCIAL OFFICE

5.Water Quality Analysis(Basic)Course

PWD 1 : PWD HEAD OFFICE PWD 2 : PWD PROVINCIAL OFFICE

1 2 3 4 latoT

NOITARUD 7991/3/7-7991/2/42 8991/1/61-8991/1/6 8991/11/91-8991/11/9

EENIARTfo.oN 71 52 62 86

1DWP 2DWP AMB LACOL 0 21 2 3 9 01 3 3 11 3 7 5 02 52 21 11

1 2 3 4 latoT

NOITARUD 8991/8/82-8991/8/71

EENIARTfo.oN 22 22

1DWP 2DWP AMB LACOL 4 9 6 3 4 9 6 3

1 2 3 4 latoT

NOITARUD 7991/3/62-7991/3/71 7991/6/31-7991/6/2 8991/4/3-8991/3/32 8992/5/92-8991/5/81

EENIARTfo.oN 81 91 32 71 77

1DWP 2DWP AMB LACOL 0 4 0 41 0 3 0 61 5 3 9 6 1 4 6 6 6 41 51 24

1 2 3 4 )2+1CISAB(latoT

NOITARUD 8991/8/41-8991/8/3

EENIARTfo.oN 82 501

1DWP 2DWP AMB LACOL 3 5 1 91 9 91 61 16

1 2 3 4 latoT

NOITARUD 7991/3/7-7991/2/42 8991/5/1-8991/4/02

EENIARTfo.oN 31 03 34

1DWP 2DWP AMB LACOL 0 6 0 7 4 81 4 4 4 42 4 11
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6.Water Quality Control Course

PWD 1 : PWD HEAD OFFICE PWD 2 : PWD PROVINCIAL OFFICE

GRANO TOTAL

PWD 1 : PWD HEAD OFFICE PWD 2 : PWD PROVINCIAL OFFICE

　これまで開講された、Planning and Design（Basic）、同（Intermediate）、Operation

and Maintenance（Basic 1）、同（Basic 2）、Water Quality Analysis（Basic）、Water

Quality Controlのカリキュラムを表3-8に示す。

２）研修生の講義に対する評価

　Planning and Design（Intermediate）コース、Operation and Maintenance（Basic 2）

コース及びWater Quality Controlコースの講義内容に対する研修生の評価例（理解度）を

図3-6に示す。

　研修生の評価はおおむね良好であり、他の講義についても同様の結果であった。

1 2 3 4 latoT

NOITARUD 7991/2/41-7991/2/01 7991/6/72-7991/6/32 8991/6/91-8991/6/51

EENIARTfo.oN 81 62 12 56

1DWP 2DWP AMB LACOL 0 5 3 01 0 8 5 31 2 4 01 5 2 71 81 82

latoT

EENIARTfo.oN 303

1DWP 2DWP AMB LACOL 93 49 65 411
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表3-8　各コースカリキュラム

(1)　Planningand Design Basic Course Curriculum

YAD MA MP

TS1 GNINEPO
YNOMEREC

NOITATNEIRO KOKGNABNISKROWEGAWES

])AMB(iahcnahC.rM[

DN2 SEITLICAFDNAMETSYSEGAREWESFOEGDELWONKCISAB
)tnalptnemtaert,noitatsgnipmup,rewes,esoprup,yrotsih(

])DWP(tusiP.rM[

DR3 GNINNALPMETSYSEGAREWES
)elpmaxefonoitanalpxe,DD,SF,PM(

])DWP(nropessohT.rM[

HT4 METSYSEGANIARDFONGISED
)noitatsgnipmupdnarewesmrotsfongisedcisaB(

])DWP(tihcmoS.sM[

HT5 NOITAMITSEMETSYSEGAREWES
)etamitsetsoc(

])DWP(notnoM.rM[

TNENEGANAMMETSYSEGAREWES
)tsocecnanetniam(

])AMB(enaJ.rM[

HT6 YDATSESAC
)metsysegawesirubatnahCfonoitanalpxe(

])DWP(ateerK.rM[

TISIVETIS
kokgnaB( •¨ ahcaRirS •¨ )irubatnahC

HT7 TISIVETIS
)irubatnahC(

])DWP(ateerK.rM[

irubatnahC( •¨ )kokgnaB

HT8 TISIVETIS
)tcejorpnihsokanataRfonoitcurtsnoC,tnalptnemtaertgnawhKyauH(

])AMB(nomihtuS.sM,gnoraN.rM[

HT9 NISKROWEGAWES
DNALIAHT

])DWP(lopuS.rM[

GNISOLC
YNOMEREC
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(2)　Planning and Design Intermediate Course Curriulum

YAD MA MP

TS1 GNINEPO
YNOMEREC

EIRO N NOITAT NGISEDDNAGNINNALPEGAREWESFOERUDECORP
])DWP(nropassohT.rM[

DN2 )II()I(REWESFONGISED
ECETCARP)retawmrots&retawetsawfoytitnauq&ytilauqehtfonoitanimreteD(

).cte,noitamitsenoitalupoP(
])DWP(toynroP.rM[
metsysretupmoCfoesu

DR3 )III(REWESFONGISED
)rebmahcnoisrevid,elohnam,noitadnuofrewes,rewesfoyticapaC(

])DWP(nropassohT.rM[

HT4 ECITCARPREWESFOESICREXEFONGISED
)noitceslacitrevehtgniwarD,elbatnoitaluclacwolffonoitaluclaC(

metsysretupmoCfoesu
])ACIJ(orugeM.rM,)DWP(ateerK.rM[HT5

HT6 NOITATSGNIPMUPFONGISED
])DWP(tihcmoS.sM[

GNIREENIGNELACIRTCELECISAB
])DWP(eerestiJiahtU.rM[

HT7 DNOPNOITAZILIBATSFONGISED
])DWP(tihcmoS.sM[

ECITCARP
PSfonoitaluclacyticapaC

HT8 NOOGALDETAREAFONGISED
])DWP(omotnoM.rM[

ECITCARP
LAfonoitaluclacyticapaC

HT9 TISIVETIS
)tcejorpgnoyaR(
])DWP(tihcmoS.sM[

HT01 YNOMERECGNISOLC
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(3)　O & M(Basic-1)Course Schedule

etaD )rH3(.m.a )rH3(.m.p

TS1 gninepO
)nesmaS,DWP(

)2/1(tnemtaertretawetsawfoygolonhcetcisaB
)nesmaSDWP(
mosekaS.rM

DN2 retawetsawfoygolonhcetcisaB
)2/2(tnemtaert

)ITT(
mosekaS.rM

metsysnoogaLdetareAdnadnoPnoitazilibatS
)ITT(

mosekaS.rM

DR3 )PS(amisahcjarnrokaNottisiVetiS

HT4 metsysnoitcelloC
)ITT(

notnoM.rM

epipfoecnanetniamdnanoitarepO
)ITT(

notnoM.rM

HT5 )DO(niHauHottisiVetiS

HT6 noitatSgnipmuP
)ITT(

iahtU.rM

ytefaS
)ITT(

lsipuS.rM

HT7 ecnanetniampmuPfoecitcarP
)ayarPirS(

tsipuS.rM&ninahC.rM

HT8 )yrotcaFsknirDtfoS(inahtmuhtarPpitmuNiahTottisiVetiS

82/5
)UHT(

sisylanAytilauQretaW
)ayarPirS(
sahpO.rM

HT9 ynomereCgnisolC
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(4)　O & M (Basic-2) Course Schedule

etaD )rH3(.m.a )rH3(.m.p

TS1 gninepO
)nesmaS.DWP(

)2/1(hctiDnoitadixO&egdulSdetavitcA(noitarepO
)nesmaSDWP(

aterK.rM

DN2 noitadixO&egdulSdetavitcA(noitarepO
)2/2(hctiD

)ITT(
otomamaY.rM

)2/1(skrowegawesroftnempiuqecirtcelE
)ITT(

sipuS.rM&iahtU.rM

DR3 skrowegawesroftnempiuqecirtcelE
)2/2(
)ITT(

sipuS.rM&iahtU.rM

gnitoohselbuorT
)ITT(

kasnroP.rM

HT4 tnempiuqElacirtcelEfoecitcarP
)ITT(

sipuS.rM&iahtU.rM

HT5 )DO(tisiVetiS
)ahcarirS(

HT6 noitarepOpmuPfoecitcarP
)ITT(

sipuS.rM&iahtU.rM

HT7 )tnalPtnemtaerTegdulS(tisiVetiS
)gnawkyauH:MPayarpiS:MA(

HT8 enihcaMgniretaweDfoecitcarP
)ITT(

sipuS.rM&iahtU.rM

HT9 tnempiuqednatnemtaertegdulS
)nesmaSDWP(
noskeS.rM

dnaliahTniskroWegaweS
)nesmaSDWP(

lopuS.rM

gnisolC
)nesmaSDWP(
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(5)　Wqa Curriculum

(6)　Wqc Currivulum

MA MP

TS1 /NOITARTSIGER
YNOMERECGNINEPO

FOSLATNEMADNUF
YRTSIMEHC

)nahpayiP.sM(

YGOLOIBFOSLATNEMADNUF
)gnapanhcuN.sM(

DN2 TNEMTAERTRETAWETSAWFOYGOLONHCETCISAB
)moskeS.rM(

TNEMEGANAMYTILAUQRETAWNIGNITOOHSELBUORT
)kasnroP.rM(

DR3 SISYLANAYTILAUQRETAWFOSLATNEMADNUF
),ate*iahcmoS.rM(

-SS,Hp,ycnerapsnarT-KROWYROTAROBAL
)latekasnroP.rM(

HT4 .rM(SISYLANAYTILAUQRETAWSLATNEMADNUF
),ate*iahcmoS

-DOC,DOB-KROWYROTAROBAL
)late*anatnahC.sM(

HT5 )lalelasnroP.rM(AYATTAPOTTISIVETIS

HT6 SISYLANAYTILAUQRETAWFOSLATNEMADNUF
),ate*iahcmoS.rM(

-DOB,smrofiloC-KROWYROTAROBAL
)late*anatnahC.sM(

HT7 .rM(SISYLANAYTILAUQRETAWFOSLATNEMADNUF
),ate*iahcmoS

-SSLM,ypocsorciM,smrofiloC-KROWYROTAROBAL
)late*anatnahC.sM(

HT8 )*iahcmoS.rM(GNISSECORPATAD NOITAREPOTNALPDNASRETEMARAP
)kasnroP.rM(

HT9 )late*iacmoS.rM(AYARHPIRSOTTISIVETIS

HT01 YTILAUQRETAWTUOBANOISSUCSID
)latekasnroP.rM(SEUSSI

YNOMERECGNISOLC/NOITAULAVE

MA MP

TS1 /NOITARTSIGER
YNOMERECGNINEPO

YTILAUQERTAWFOWAL
LORTNOC

)*nanipA.rM(

)tusiP.rM(YGOLONHCETTNEMTAERTRETAWETSAW

DN2 .rM(YGOLONHCETTNEMTAERTRETAWETSAW
)tusiP

REUDECORPNOITCEPSNI
)*kaririS.sM(

DR3 NOITCEPSNIROFNOITARAPERP
)*latenanipS.rM(

YROTCAFREEBAOTTISIVETIS
)*latelopareehT.rM(

HT4 GNAWKYUAHOTTISIWETIS
)*latekaririS.sM(

LATIPSOHOTTISIVETIS
)*latelopareehT.rM(

HT5 NOITCEPSNITUOBANOISSUCSID
)*kaririS.sM(

YNOMERECGNISOLC/NOISULCNOC



－28－

図3-6　研修生の講義内容に対する理解度の評価
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(2) データベース作成

　既存の設計資料等の収集、分類を行っている。これまで収集した資料のリストを表3-9に示

す。現在までに300冊の文書、1,000枚の下水処理場の写真及び13コースのテキスト（英文）、

12コースのテキスト（タイ語）を収集し、内容をパソコンに入力してデータベース化し、パ

ソコン画面に呼び出すことにより、研修用テキストの作成や研修資料として利用が可能となっ

ている。写真-１にデータベース化した下水処理場の写真の例を示す。

表3-9　TCSW収集データベース

項 　　　　 目 内　容

書図考参 003 冊

真写の設施道水下の国イタ 約 000,1 枚

）とごスーコ（トスキテ修研語イタ 21 冊

）とごスーコ（トスキテ修研文英 31 冊
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白ページ
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写真－１　データベース化した下水処理場
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(3) 研究開発

　研究開発活動は当初計画どおり1998年10月から開始しており、現在、研究課題について専

門家とC/Pで協議を実施している。1997年度、調査研究の可能性を探るために実施した短期

専門家による予備的調査研究を基に、水質分野を中心に問題点の洗い出しを行い、いくつかの

研究課題を整理しつつある。専門家C/Pで協議している暫定的な研究課題の例を下記に示す。

１）PWDの研究課題

①海水中の塩分が活性汚染処理に及ぼす影響

②安定化池の植物プランクトンの状態判断

③トイレットペーパーの下水中での分解

④グレイウォーターの自浄化用

⑤インターセプター越流水の水質

２）BMAの研究課題

①下水の生分解性に及ぼす糞尿の影響

②運河の懸濁物質が硝化に及ぼす影響

③底泥中の重金属が硝化に及ぼす影響

④塩素消毒が微生物群集に及ぼす影響

⑤廃水中の脂肪を分解する微生物の探索

３－３　供与機材の利用状況

(1) 施設

　技術研修所（TTI）内の下水道研修センター（TCSW）プラトナムパイン本部及びバンコク

首都圏庁（BMA）シーパヤ下水処理場内のTCSWシーパヤ支所施設は講義が開始された1997

年２月までに整備が終了している。

１）プラトナムパイン本部の施設は以下のとおり。

　①講義室

　②専門家執務室

　③実験室

　④研修棟

２）シーパヤ支所

　①講義室

　②実験室
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(2) 施設

　プロジェクトで購入することを要望された機材のうち、1995年以来これまでに供与した機

材のリストを表3-10に示す。供与された機材は講義の開講にあわせて使用され、良く管理さ

れていた。（写真-２～写真-７）一方、水質分析機器の一部にまだ使用されていないものが

あった。これは、コースが未開講であったり、研究開発活動がまだ本格化していないこと、ま

たタイ国経済危機によるタイ側の予算カットで1998年度（タイ会計年度）に分析用の備品な

ど（試薬やカラム等）が確保できなかったためである。

　また、シーパヤ支所に供与された水質分析器の一部がBMA本部の水質実験室に移設されて

いた。この点についてBMA側に質問したところ以下の回答があった。

１）分析要員が常駐し、分析用試薬などの消耗品が完備されているBMA本部の水質実験室の

方が、ガスクロマトグラフ、TOC分析器、原子吸光分析計等の高度な分析機器の維持管理

が容易である。

２）WQCなど研修の一部はBMA本部で行う予定であり、問題はない。

３）移設についてはTCSWの了解を得ている。

　以上のことから、水質分析機器の移設については特に問題はないと考えられる。
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表3-10　供与機材リスト

List of the Machinery and Equipment (1)
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List of the Machinery and Equipment (2)
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List of the Machinery and Equipment (3)
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List of the Machinery and Equipment (4)
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３－４　専門家派遣

　1995年８月のプロジェクトスタート以来、派遣された専門家は表3-11のとおりである。これま

でに長期専門家９名、短期専門家が延べ32名派遣されており、おおむね順調に技術移転を実施し

てきている。

表3-11　専門家派遣実績

(1) 長期専門家派遣

名　氏 目　課　導　指 先　属　所 ）日月年（間期遣派

雄吉　嶋大 ーザイバドアフーチ 省設建 12.80.59 ～ 02.30.89

男芳　村中 学工械機 団業事道水下本日 12.80.59 ～ 02.30.89

隆　　原桐 学工木土 局道水下市浜横 12.80.59 ～ 02.80.79

雄俊　田山 整調務業 会協力協）社（ 20.80.59 ～ 10.80.99

志忠　川名 析分質水 局道水下都京東 61.01.59 ～ 51.30.89

亨　　黒目 学工木土 局道水下市浜横 10.90.79 ～ 13.80.99

一準　内竹 析分質水 局道水下都京東 20.30.89 ～ 10.30.00

英博　本山 学工械機 団業事道水下本日 80.30.89 ～ 70.30.00

茂　　原宮 ーザイバドアフーチ 省設建 10.40.89 ～ 13.30.00
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(2) 短期専門家

名　　氏 目　課　導　指 先　属　所 ）日月年（間期遣派

郎哲　子金 学工気電 局道水下市浜横 02.20.69 ～ 31.30.69

行忠　口水 導指水排 局道水下都京東 40.30.69 ～ 03.40.69

之雅　永持 析分質水 局道水下市阪大 11.20.69 ～ 42.20.69

好春　浦三 ）ーナミセ（業事道水下 局道水下都京東 52.30.69 ～ 21.40.69

夫和　島鮫 ）ーナミセ（業事道水下 団業事道水下本日 52.30.69 ～ 60.40.69

利邦木々佐 学工械機 団業事道水下本日 90.40.69 ～ 03.40.69

志仁　川中 （学工械機 EM ） 局道水下市阪大 70.80.69 ～ 31.90.69

一進　坂大 （学工木土 EC ） ）株（計設道水下上本日 21.80.69 ～ 32.80.69

雄晴　田武 （導指水排場業事 CQW ） 局道水下都京東 80.80.69 ～ 70.01.69

子寛　田鎌 （析分質水 CQW ） 局道水下市葉千 42.70.69 ～ 41.80.69

一進　坂大 学工生衛 ）株（計設道水下上本日 62.11.69 ～ 40.21.69

男一　田安 （学工械機 EN ） 会協業理管設施理処道水下本日 32.10.79 ～ 50.40.79

誠　　沼照 （学工気電 EE ） 団業事道水下本日 30.20.79 ～ 82.20.79

男出日本岩 ）ーナミセ（業事道水下 局道水下都京東 40.20.79 ～ 21.20.79

貴久川小曽 ）ーナミセ（業事道水下 部道水下省設建 50.20.79 ～ 80.20.79

也一　上井 ）析分質水（業事道水下 局道水下都京東 80.20.79 ～ 70.40.79

作修　野上 像画・トイデーオ ）株（計設道水下上本日 01.30.79 ～ 92.30.79

作修　野上 学工生衛 ）株（計設道水下上本日 62.50.79 ～ 41.60.79

雄茂　村木 （学工気電 EE ） 局道水下都京東 70.70.79 ～ 30.01.79

一準　内竹 （析分質水 AQW ） 局道水下都京東 02.80.79 ～ 91.01.79

一精　藤斉 （学工械機 EM ） 局道水下都京東 42.90.79 ～ 32.21.79

作修　野上 学工生衛 ）株（計設道水下上本日 82.11.79 ～ 91.21.79

治寛　　岸 （学工木土 EC ） 局道水下都京東 60.10.89 ～ 70.30.89

弘初　田松 （析分質水 AQW ） 局道水下都京東 80.20.89 ～ 10.30.89

一精　田飯 （制規質水 CQW ） 局道水下市幌札 01.20.89 ～ 02.30.89

行敏　杉小 （学工気電 EE ） 局道水下都京東 71.20.89 ～ 12.30.89

一修　藤工 （学工木土 EC ） 局道水下市岡福 71.20.89 ～ 12.30.89

作修　野上 営経道水下 ）株（計設道水下上本日 20.30.89 ～ 02.30.89

作修　野上 学工生衛 ）株（計設道水下上本日 20.60.89 ～ 32.60.89

夫重　子金 営経道水下 団業事道水下本日 21.70.89 ～ 52.70.89

巳弘　重竹 （学工気電 EE ） 局道水下都京東 50.80.89 ～ 30.01.89

道正　川平 （学工木土 EC ） 局道水下都京東 70.90.89 ～ 82.11.89
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３－５　タイ国下水道の所掌問題

　タイ国の下水道事業の所掌問題については、バンコク首都圏庁（BMA）を含めたタイ国政府の

部署により若干説明が異なるところがあるが、かなり明確な説明を受けた部署もある。以下に調

査団がヒアリングした内容を記述するが、所掌部署から説明が受けられず、他からの情報を交え

たものもある。

(1) 内務省公共事業局（PWD）

　Mr. Pajation Deputy Director General, Dr. Viharn Senior Chief Engineer, Mr. Pornsak

Director, TCSW, Mr. Supol Director, SED、との面談により以下項目につき確認した。

１）PWDの技術研修所（TTI）下水道研修センター（TCSW）の間の連携については、組織

図（図3-7、3-8）に示すとおり明確化されていて業務上何ら問題はない。ただし、宿舎、教

室、車の問題があるので両者プロジェクトが重なることがないようにスケジュール調整はし

なければならない。

２）日本側専門家とTCSWの事務所をアユタヤのTTI内に移すかどうか話し合った結果、次

のような理由でサムセンから動かないことにした。

①BMAやSED、EMD等タイ国の各部署の職員と協力しながら仕事を進めているのでサム

センの会議室を使うのに便利であること。

②日本人専門家がサムセンの８階にデータベースシステムをセットしていること。

３）PWDはパソコン首都圏と環境保全地域を除くタイ国内のすべての県において下水処理　

プラントの設計、施工等下水道事業を担当してきた。その後、1992年制定の環境基準法に

より科学技術環境省（MOSTE）に下水道事業の所管が移ることになった。しかしながら

PWDは下水道事業については経験豊富であり技術者の数もMOSTEより多く、（下水道事

業をどちらが担当するか）結論は明確になっていない。1999年度はMOSTEに予算がつい

ているが2000年以降のことについては政府の考えであり、ここでは応えることができない。

４）PWD所管の下水処理場の一覧表を表3-12、-13に示す。
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表3-12　PWD所管の下水処理場

DATA of Waste Water Treatment Plant

tcejorPetelpmoC

.oN scirtsiDsetilapicinuM metsySfoepyT
m(yticapaC /3 )yaD

raeygnitratS
woN tcejorPllA

1 IRUBATNAHC PS 000,01 000,22 7991

2 IMGNAIHC LA 000,55 000,55 8991

3 KUSNEASHTRON DO 000,41 000,41 6991

4 KUSNEASHTUOS DO 000,9 000,21 5991

5 )S&N(AYATTAP CBR 000,31 000,8&000,5 0991/4991

6 NIEHTMOHC-AN SA&FFO 000,02 000,02 5991

7 NEAKNOHK PS 000,62 003,64 9891

8 MISAHCTARNROKA PS 000,23 000,83 6891

9 AHCARIRS DO 000,81 000,42 7991

01 GNOHTGNA LA 000,8 002,8 8991

11 )2&1(NOHKANNOKAS PS 000,8 002,8 8991

21 MOKINSUNAP PS 000,2 004,3 1991

31 TEKUHP DO 000,21 000,63 8991

41 TEKUHP/GNOTAP DO 052,5 000,9 9891

51 ENAHTAHCARNOBU LA 000,22 000,22 8991

61 AHKIRIHKPUHCAHP LA 000,8 005,8 8991

71 )1(NIHAUH CBR 000,8 000,8 3991

81 TIHCIP )LA(PS 000,6 000,21 7991

91 GNABAHCMAEL DO 000,52 000,52 8991

02 MOHTAPNOHKAN PS 005,52 000,06 4991
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表3-13　PWD所管の下水処理場

DATA Waste Water Treatment Plant

tcejorPputratSlliW

.oN scirtsiDsetilapicinuM metsySfoepyT
m(yticapaC 3 )yaD/ gnitratS

raeywoN tcejorPllA

12 GNART PS 001,02 000,42 9991

22 OAY-AP PS 000,8 000,8 9991

32 AYATTUYANOHKAN DO 005,22 000,42 9991

42 INAHT-MUHTAP DO 008,9 000,11 9991

52 TRANIAHC PS 005,3 000,6 9991

62 MARAHTOP DO 000,4 000,4 9991

72 GNOP-NAB PS 000,6 000,6 9991

82 OASGNEHCAHC DO 000,21 000,42 9991

92 )2(NIHAUH SA 052,8 000,33

03 IP-ARK LA 003,01 000,21

13 ENATTAP PS 000,12 029,82

23 ALHKGNOS LA 000,62 036,63

33 NROPMUHC PS 000,21 000,21

43 ETAVNAHCARP SA 005,83 005,83

53 GNOY-AR LA 000,65 000,65

63 )GNOYARAP-NAB DO 001,7 000,8

73 IUMASOK DO 001,11 007,87&004,2

83 )1(RUBNAPUS PS 005,21 006,21

93 )IRUBNAPUS(GNOHTUA PS 000,6 000,6

04 MA-AHC LA 000,21 000,21

14 IRUBNOHC DO 005,62 005,62

24 IRUBANAGNARK DO 000,42 000,42

34 IRUBARAS DO 000,42 000,42

44 IRUBAHCTAP PS 000,02 000,02

54 IRUBHGNUS LA 005,4 005,4

64 IAR-GNAIHC LA 000,51 000,51

74 MURIRUB LA 000,31 000,31

84 KOLUNASTIP PS 000,51 000,51

94 )2(IRUBNAPUS METSYSEPIPREWES -
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(2) BMA

　Mr. Chanchai Director Water Quality Management Division、Ms. Apinan Chief Water

Quality Management Divisionとの面談により以下項目につき確認した。

１）BMAの排水下水局（DDS）の担当は以下のとおりである。

　①都市排水計画

　②排水施設の建設、改善、運転及び維持管理

　③運河の水質改善と収集

　④運河の水質改善と監視

　⑤下水道計画

　⑥下水道施設の建設、改善、運転及び維持管理

　⑦工場を除く事業場の排水水質規制（BMA独自の基準はない）

２）現状でのDDS内の汚水の収集・処理及び運転管理の組織は暫定的である。住宅公社（NHA）

から移管された小規模な水処理施設はDDSの水質管理部（Water Quality Management

Division）の技術者が管理している。また1994年から運転されている規模の大きいシーパ

ヤ処理場（能力的にはまだ余裕がある）には７名が運転管理で詰めている。処理場の主任は

DDS内にいる上司に報告書を提出する。BMA所管の処理施設の一覧表を表3-14に示す。

３）下水道公団（WMA）は1995年のRoyal DecreeによりMOSTEの公団として集中方式の

水処理と汚泥処理を行うため設立された。重要なことは、WMAは民間資本を受入れ、行政

区を越えて汚水・汚泥の処理ができるということである。WMAは中央地域の下水処理を経

済的に進めるサービスを提供するために設立された。汚水処理地域はバンコクを含む中央地

域であると政府官報で公布されている。
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表3-14　BWA所管の処理施設

Summarizes the scope and current status of the

Wastewater Treatment Projects in Bangkok at present

* Note: These construction perriods include 1 years of operation by the contractor.

             The dates are as originally proposed, and do not show actual progress.

(3) 科学技術環境省汚染対策局（PCD/MOSTE）

　Dr. Yuwaree IN-NA, Ph.D Director, Water Quality Management Divisionとの面談によ

り以下項目を確認した。

１）PWDの下水道事業は、各地方自治体にはあまり関与せずに中央指導型で事業を進めてき

た。

２）1992年制定の環境基準法の中でタイ国内全県による地域環境管理計画が決定された。こ

のプランは下水道事業、ゴミ処理事業その他に分類される。

３）これに基づき科学技術環境省環境対策計画局（OEPP/MOSTE）により下水道事業を必要

とする都市が選定され、毎年予算がOEPPが各自治体へ配分されることになった。さらに

各自治体は自治体自身が工事の発注者となり、業者と直接契約を結ぶことが可能となった。

skroW
ngoS

.oN
noitpircseD

ayarhPiS

)1(

aisokanataR

)2(

larteCKKB
)1EGATS(

)3(

awannaY
)2EGATS(

)4(

naeahKgnoN
)3EGATS(

1-)5(

aoarubtaR
)3EGATS(

2-)5(

kabcutahC
)4EGATS(

)6(

tnemheaC)(
mk(aerA 2)

7.2 1.4 8.73 5.82 9.24 5.24 4.33

dereweS
noitatupoP

)snesrep0001(

021 061 080,1 085 814 643 334

tnemtaerT
ssecorP

detavlieA
-egdutS
ycatnoC

noitazllibatS

egatSowT
detavitcA

egdutS

dednetxE
detavitcA

egdutS

-detevceR
detavitcA

egdutS

delcyceR
detavitcA

egdutS

delcyceR
detavitcA

egdutS

ebot
desoporp
seddiByB

aerAtnalP
)ah(

03.0 46.0 27.2 02.3 23.8 14.1 21.1

yticapaC
m( /3 )d

000,03 000,04 005,143 000,002 000,751 000,56 000,051

noitcartsnoC
)BM001(tsoC

6.4 8.8 46 74
E/C,edulcnI(

)6.1

92 91 )04(
E/C,dulcnI(

)5.1

noitcartsnoC
*doireP

tratSecivreS

1991/9/71
3991/21/31

4991/10/

3991/9/03
5991/21/82

3991/11/1
7991/21/13

5991/7/42
9991/7/32

6991/9/91
9991/9/91

rednU
gniddiB

)shtnom63(

tegduB
noitisopmoC

%001AMB ydisbuS
%001

%57ydisbuS
%52AMB

%06ydisbuS
%04AMB

%06ydisbuS
%04AMB

%06ydisbuS
%04AMB

%06ydisbuS
%04AMB

tcartnoC yeknreT-noN yeknreT-noN yeknreT yeknreT yeknreT yeknreT

suratS etcelpoC rednU
noitcurtsmoC

rednU
noitcurtsmoC

rednU
noitcurtsmoC

rednU
noitcurtsmoC

deredneT



－50－

しかしながらこれを科学技術環境省汚染対策局（PCD/MOSTE）さらにはPWDに依頼する

ことも（制度上）可能である。

４）さらに1996年の閣議決定により、タイの下水道の政策決定権はMOSTEに移管されるこ

とになった。これ以降PWDに対する新規事業の予算はなくなる。しかしながら下水道事業

はおおむね４年かかり、それまで継続していた事業については引き続いてPWDで実施する

ことになる。タイの下水道事業プロジェクトの一覧を図3-7に示す。

５）PCDは所管地域として公害防止地域（バンコク市と周辺５県）と環境保全地域の下水道

事業を担当している。

６）今年度のPCDの下水道事業で新規事業はなく、継続のサムットプラカン県の事業だけで

ある。

７）MOSTEでは河川水質のモニタリングを実施している。25の河川で年２回モニタリング

を実施している。これについてはMOSTEの直営である。

８）MOSTEでは処理場の放流水質基準を設定しようとしている（20mg/l）。処理場のモニタ

リングも直営で実施し、結果については新聞で公表する予定である。

９）MOSTEでは事業所排水規制をBuilding Effluent Standards（付属資料３）により実施

している。しかしながら十分なスタッフがいないため、実際にはStandard Aにあたる施設

の規制しか行っていない。またMOSTEは水質の分析をするだけで、結果については警察に

通報し、警察が取り締まることになっている。

10）MOSTEでは処理場の放流水質基準の設定後、地方自治体の職人に対してMonitoring

Control Inspectorの養成を行う予定である。この制度は環境保全強化法Section 80に基づ

くものであり、研修によりMonitoring Control Inspectorのライセンスを与えることがで

きる。この資格の取得は昇進の要因になる。また民間人も資格を取得することができる。
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Sewerage Projects in Thailand

図3-7　タイの下水道事業プロジェクト
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白ページ
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(4) OEPP

　Mr. Surin Director, Urban Environmental and Area Planning Division, Ms. Suree Chief,

Urban Environmental Management Sub-division, Ms. Sukanya Fund Management Group,

Office of Environmental Fundとの面談により以下項目を確認した。

１）OEPPの1999年の新規事業はない。政府の方針としてここ２～３年は新規事業はない見

込みである。継続事業として予算上1999年に認可されているのが次の11都市である。

Samut Prakan（PCD所管）、Tak, Warin Shamarap, Maesod, Khlung, Phuket (Phase

II), Kamphaengphet, Nan, Khon Kaen (Phase II), Praintharacha, Nakom Ratchsime

(Phase II)

２）下水道施設の維持管理に対する指導指針については特にない。

３）パタヤ市の料金徴収の事例を表3-15に示す。また現在７都市で料金徴収について検討中

である。

４）環境基金の利用については現在のところ Samut Prakanしかない。その他については検

討中である。

表3-15　Rate of Wastewater Service Fee for PATAYA
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(5) WMA

　Mr. Anothai Director of Wastewater Management Authority.

　Mr. Pinetr Director of Planning & Project Development Department WMA.

　Mr. Suchai Chief of Coordination Division Wastewater Management Authorityとの面談

により、以下項目を確認した。

１）WMAは1996年８月15日に設立されたMOSTEの公団である。 WMAの業務は以下に要

約される。組織図を図3-8に示す。

①バンコク市、Nonthaburi, Prathumthani, Samut Prakar, Samut Sakhon, Nakom

Prathomの５県及び閣議決定により公布されたその他地域の集中式下水処理システムの

調査、測量、設計、運転、管理を行うこと（既存の下水処理システムの評価を含む）

②1992 年のEnhamcement and Conservation of Environmental Quality Act and the

agreement（付属資料４）による処理水の再利用と下水の保有エネルギーの利用

③下水道料金を徴収すること

④WMAの全般的な目的の達成のため、公立私立、国内国外を問わず他の機関とコーディ

ネートすること。この目的のための設立する株式会社又はLimited Public Companiesへ

のWMAの出資比率は30％以下とする。

しかし現在のところ、出資に応じた民間企業はない。これは投資資金の回収の重要な要素で

ある住民からの下水道使用料金の徴収が法律規制の不備などもあり、かなり難しいことによ

る。

２）ここ数年来PWD及びMOSTEの管理下で66の処理場が建設されている。これらは66施

設のうち29施設は運転の段階にあり、程度の差はあれ、それらは運転管理の問題を抱えて

いる。それゆえWMAは、民間企業とともにそれら施設の運転管理を引き受けなければなら

ないだろう。WMAは既にSaen Sook, Chachergsao, Angthongの３市から運転管理の依頼

を受けている。
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図 3-8　Organization Chart



－56－

４．４．４．４．４．指導内容指導内容指導内容指導内容指導内容

４－１　研修活動

(1) 未開講コースの扱い

　これまで未開講のConstruction and SupervisionコースとManagement of Sewage Works

コースについては短期専門家の応援も得て現在テキストを作成中であり、1999年度（タイ国

会計年度）中の開講を予定している。またOperation and Maintenance(Advanced)とWater

Quality Analysis(Advanced)については2000年度（タイ国会計年度）開講を目的に講義内容

について今後タイ側と協議の予定である。

(2) 今後の研修スケジュール

　今後の研修スケジュール（1999年度、2000年度）について、タイ側と打ち合わせた結果を

表4-1に示す。今後、プロジェクト終了（2000年７月）までに６分野11コースすべてについ

て26回開講し、698名の研修生の参加を予定し、プロジェクト期間の５年間に総勢1,001名に

研修を行うことに合意した。

４－２　データベース作成

　現在、複数のパソコンをネットワークで結び、収集データの共有化をできるように計画してい

る。しかし、ネットワーク化によるデータの共有化を実施するにあたっては、タイ側でシステム

のメンテナンスのための費用及び人員の確保が必要となる。

　さらに、現在構築中のデータベースを今後とも有効に活用するためには、プログラムのメンテ

ナンス計画策定をできる（C/P）の育成及び必要な予算の確保が重要な課題となる。現在この点に

ついて、専門家とタイ側の間で協議中である。

４－３　研究開発

　これまでに協議している下記研究課題は、水質に関するものであるが、下水道全体について問

題点を洗い出し、水質分野以外の研究課題についても協議していく必要がある。

(1) PWDの研究課題

１）海水中の塩分が活性汚泥処理に及ぼす影響

２）安定化池の植物プランクトンの状態判断

３）トイレットペーパーの下水中での分解

４）グレイウォーターの自浄作用
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５）インターセプター越流水の水質

(2) BMAの研究課題

１）下水の生分解性に及ぼす糞尿の影響

２）運河の懸濁物質が硝化に及ぼす影響

３）底泥中の重金属が硝化に及ぼす影響

４）塩素消毒が微生物群集に及ぼす影響

５）廃水中の脂肪を分解する微生物の探索

４－４　供与機材

　供与された機材は講義などに使われていた。しかし、これらの機器が今後継続して使われるた

めには以下のような課題が残る。

(1) 交換部品や分析機器用試薬等の消耗品の確保

　1998年度は分析用試薬や交換部品（カラム等）の消耗品の予算が確保できなかったために

研究開発テーマに着手できなかった。機器の性能を生かすためにも、十分な消耗品（予算）を

確保することが重要である。

(2) 機器の維持管理要員の確保

　供与機材が講義時に順調に動くためには、定期的（１月に１回程度）に機器を作動する必要

がある。O&Mコースの場合、開講頻度は年に３回～４回であるため、定期運転の頻度として

は不足する。現在専門家が月に１回程度の頻度でならし運転を実施し、異常をチェックしてい

る。また水質分析用機器についても点検のための定期運転が必要である。

　今後は各コースのC/Pが機器の定期運転及び補修部品の手配・修理等のメンテナンスを独自

にできるようにする必要がある。

　供与機材が効果的に永続的に使われるためにも上記２点を今回タイ側に要望した。
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表 4-1　Training Course Schedule ANNEX16
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５．５．５．５．５．TCSWTCSWTCSWTCSWTCSWの将来像の将来像の将来像の将来像の将来像

　タイ国における下水道事業の所管問題については、３－５「タイ国下水道の所掌問題」の部分

でも述べられたとおり、1996年10月の閣議決定により下水道事業の政策決定権は従来の内務省公

共事業局（PWD）から科学技術環境省（MOSTE）に移ることとなった。しかしながら、下水道

処理施設建設などの下水道事業は完成までおおむね４年かかるため、1996年10月以前に決定され

PWDが実施していた事業（建設済み及び建設中の50箇所の下水道処理施設の管理・建設を実施

中）は2000年まで引き続きPWDが担当するとのことである。一方、 MOSTEには下水道技術者

が20から30名程度しかおらず、現状単独で事業を実施できる状態ではなく、またMOSTEが直接

所管している事業はサムットブラカン下水道プロジェクト１つだけであり、他は地方自治体がコ

ンサルタントに施工管理を委託し、事業実施している例（パタヤ市等）がほとんどである。

　将来的な動向については、タイの関係各機関に状況を聴取した結果では、2000年まではPWDと

MOSTEが各々並行して下水道事業を実施する状態が続き、2000年以降については現時点では明

言できないというものであった。

　これらから、共通して言えることは、地方自治体が下水道事業の実質的な実施主体として重要

な役割を果たすということである。しかし、現状では下水道事業の施工管理、運転管理等を実施

できる技術者が地方自治体においては大幅に不足しており、これらの技術者の育成、訓練は今後

ますます重要性を増してくると考えられる。

　例えば、MOSTEでは下水処理場放流水質規制の実施に伴い、地方自治体の職員及び民間を対象

にした下水処理場の放流水水質維持のためのMonitoring Control Operatorの養成及びそのライ

センス制度確立を計画中であるが、MOSTEの環境汚染対策局（PCD）局長のアイデアとして、こ

のライセンス取得のための訓練コースを下水道研修センター（TCSW）で開くことも可能性とし

て考えられるということが紹介された。

　技術研修所（TTI）の役割としては、内務省のすべての関係する技術部局、中央省庁及び地方政

府の技術訓練の実施や技術セミナーの開催を行うと規定されている。またPWD局長の権限で民間

企業に対する研修も門戸を開いていることから、2000年以降も下水道事業技術者の育成、訓練は、

他の公共事業分野の技術者の育成，訓練と同様に引き続き PWD が実施することが予想され、

TCSWの役割がさらに高まると予想される。



－60－

６．６．６．６．６．合同調整委員会合同調整委員会合同調整委員会合同調整委員会合同調整委員会

　合同調整委員会は1998年 11月 26日午前に開催された。この合同調整委員会の目的は、ミニッ

ツ（付属資料１）の署名交換である。すなわち、今回調査では日・タイ合同で、プロジェクトの

活動実績、管理・運営状況、カウンタパートへの技術移転状況などの中間評価した。その評価結

果を念頭において11月23日には内務省公共事業局(PWD)と、また同24日バンコク首都圏庁(BMA)

と個別協議を行い、プロジェクト協力終了までの残り約２年間の全体活動計画及び1999年度活動

計画が協議された。これら個別協議の内容をミニッツに取りまとめ、日・タイ双方が合意のうえ、

署名を取り交わしたものである。本委員会に先立ち、1998年 11月 25日にPWD、BMAと合同で

ミニッツ案について打合せを行い、事前に基本的な合意が日・タイ双方で形成されていたため、本

委員会ではミニッツの内容について非常にスムーズに合意が得られた。

　本委員会の席上タイ側から要望のあった事項の中には、研究開発分野を柱としたフェーズⅡプ

ロジェクトをぜひ実施して欲しいというものがあった。しかし、本調査団は現在実施中の本プロ

ジェクトの協力期間前半の活動、成果を評価し、その結果を協力期間の後半にフィードバックし

て全体の活動計画を見直し、大局的見地から助言・指導をすることが主な目的であり、フェーズ

Ⅱを議論する調査団ではない旨説明し、タイ側も了承した。ただし、タイ側の強い希望もあり、ミ

ニッツはタイ側からフェーズⅡ実施の要望があったという表現の一文を記載した。



付　属　資　料付　属　資　料付　属　資　料付　属　資　料付　属　資　料

１．ミニッツ

２．TCSW Steering Committee議事録（98年 11月 11日開催）

３．Building Effluent Standards

４．Enhancement and Conservation of National Environmental Quality

　　Act B. E. 2535
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